
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

事業名 

妖怪スポット等散策ルート整備事業 

・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

平成 30年度に実施した「妖怪（河童）伝説活用事業」により、妖怪伝説に興味を持たれた方

が来訪されるなど、美又地域の妖怪伝説が少しずつ認知されてきたと感じている。 

しかし、妖怪スポットや名所旧跡に案内看板等がなく、来訪者が迷っている姿をよく見かける

ため、来訪者が散策しやすいように案内看板や目印等を整備する。 

、。 

・事業の概要 

公民館が地域に伝わる「伝説」や「妖怪」を題材とした事業を計画し、県から事業の採択をい

ただいた。 

これまで、課題解決特別事業によりパンフレットの作成、缶バッジ作成キット、顔出しパネル

等の作成を行ってきた。これらの「伝説」「妖怪」を題材とした事業の実施をより充実したもの

にするため、妖怪スポットの看板を作製し、設置した（3か所）。 

・事業の継続、発展に向けて今後取り組む

こと（評価を10に近づけるために） 

 

・常に看板が確認できるよう、草刈などの維

持管理の徹底 

・「お散歩マップ」を活用してのウォーキング

大会等の計画 

・子どもを巻き込んでの「伝説伝承」方法の

検討 

・課題の解決度合（10段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

     〇     

・上記評価の理由 

妖怪スポットは河童等河川にまつわる場所

が多く、パンフレットにスポットは明示してあ

るものの場所が分かり難い。 

看板を設置することにより正確な場所が確

認できるようになった。 
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申請団体名：美又湯気の里づくり委員会 

事業費（予算額）:113,064円（まちづくり総合交付金課題解決特別事業: 113,000円） 


